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此 研 究 ハ 第 一 二 見 童 結 核 罹 患 ノ根 源 究 明 ヲ 目的 トス

ル 家族 健 康 診 噺 ノ實 際 債 値 ヲ明 カニ シ,第 ニ ニ 患者 螢

見 ノー 新 方 法 トシ テ ノ 此 槍 査 ノ債 値 ヲ 評 債 ス ル爲 二

行 ハ レタモ ノデ アル 。

1)小 學 校 入 學 見 童 ノ結 核 罹 患 二就 テ

ヴ7ソ 〃一 ヅァー市 小 學 校53校 ノ1年 生 ノ 内検 査 ヲ行

ヒ得 タ 者 ノ、1143名 デ、先 ヅ第1同 マ}/ツ ー反 慮(1000

倍 奮 「ツ ベル ク リ}/」0.1cc)陽 性 者 ・・61名 デ ア ツ タ。

残 者 ノ内4名 ヲ除 ク1078名 ノ見童 二 第2同 マ ソ ツー

反 磨(100倍 蕪 「ツ ベル ク リ ソ」0.1cc)ヲ 行 ツ タ所 、166

名 が 陽 性 デ ア ツ タ。 全 饅 ノ内6歳 ノ見童 ・・1001名

ア リ、 内第1同 反 噸 陽性 者 ノ・5,19%、 第2同 陽性 者

16.24%、 合 計 デハ20.08%デ アル 。 第1同 陽 性 者/

比 較 的 少 数 ナ ル ・・注 目 二 債 ス ル。 女 見 く男 見 二比 シ

テ僅 カバ カ リ 陽 性 率 が高 イ。 之 ヲ 種 族 別 並 二性 別 二

見 ル ト第1表 ノ如 〃 ナル 。

一 方 ヴ7ソ 〃一 ヴァー 二於 ケ ル 東 洋 人 ノ結 核 死 亡 率 ハ

日本 人 支 那 人 共 二 白人 ヨ リ高 イ。 生活 環 境 が 重 大 ナ

ル 原 因 ヲナ ヌ ト思 バ レル。マ ソツ ー反 慮 ノ弧 サ ニ就 テ

分 ケ テ 見 ル ト東 洋 人 ノ方 二 弧 陽 性 者 ノ率 ガ大 キ イ。

第 1 表

男 見 女 見 計

例徽醐墜例敷馴墜 例数 醐 畢性
白 人 436 791奥 421 85120.2 857 164119.1

241i痂日 本 人 59 12120.2 51 12 23.5 1jo

支 那 人 20 9 45.0 lg 2 22.3 29 11 37.9

東印度人 2
-

1

1 50.0 1 1 100 3 2 66.6

ニ グ ロ 0
}

O
o一

1 0 0 2 0 0

計 518 101119.5483 1100 、20.711001 201 20d

見童 ノ髄 重 トマ ソツ ー反 慮 トノ間 ニ ハ 大 盤 二於 テ縣

係 ヲ認 メ 得 ナ イ。
ざ

189名 ノマソツー反慮陽性者二就テX線 窺眞検査ヲ布

ヒ之ヲ種族別二分ケタノガ第2表 デアル。

東洋人二於テハ 白人二於ケルヨリモX線 爲眞像二墾

化陽性 ナル者 ノ割合が大デアリ、殊二男見二比シテカ

見 二多イ事が明カニ窺バレル。

以上6歳 ノ見童1001名 ノ内皮内反慮陽性ニジテ而モ

X線 爲眞二攣化 ヲ認 ムル者ノ・2.49%ト ナル。之ヲ疲

内反磨 ノ「ツベノγクリソ」量bX線 墾化bノ 關係ヨリ

見lv=一、1000倍 「ツベルクリソ」陽性者ノ・100倍 「ツベ

ル〃リソ」陽性者二比 シ テX線 攣化 ヲ認メタ者が11

倍 モ多 イ。 叉皮内反慮 ノ強サカラ言ヘバ強反磨者積

X線 攣化陽性牽ガ高 イ。髄重 トノ關係 カラ見ルト、儲

重過大及過少者二於 テX線 墜化陽性傘力。大デアル。

最後二小學校 ヲ人口密度 ノ順二配列スル ト稠密ナ稻

結核罹患奉モ高 ク、X線 攣化陽性率モ大デアル。

2)小 學校入學見童 ノ結核感染 ノ根源二就テ

マソツー反慮陽性見童 ノ家族 ノ健康診断 ヲ行 ツテ層

染源 ヲ追求 シタ ノデアル。 総計72家 族 ノ検査ヲ行シ

タが、其内全員二就テ行ヒ得タノノ・51家 族デ、楡壷

ノ結果感染源b思 ・・ル ・モノヲ見出シタノ・・21家捗

.二 及 ソダ。 初獲患者 ト思 ハレタ21例 中19例 ・・成人
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ご

デ ア リ、2例 ・・青 年 型 病 型 ヲ示 セ ル15歳 ノ患 者 デ ア

ッタ。 此 内 既 二結 核 ノ診 噺 ヲ受 ケ テ居 タ者 ハ13例 、

新 シ〃此検 査 デ駿 見 サvタ 者 ガ8例 デ、結 局111名 ノ

成 人 ノ内 二7名 、141名 ノ小 見 ノ内 二1名 ヲ登 見 シ得

タ謬 デ ア〃。 何vモ 病 墜 ノ・輕 微 デ6例 ノ・活 動 性、2例

・・外 見上 治癒 ・yテ居 タ。 是 等 ノ家 族 ノ小 見 ハ総 計141

名(新 入學 見童 ヲ除 ク)デ 、 其 内16例 ・・X線 的 二胸 部

病愛 ヲ謹 明 ・y、2例 ハ頸 部 淋 巴腺 炎 ヲ認 メ、其 他 ニ モ3

例 ノ疑 似症 ガ ア ツ タ。 而 モ 「ツ ベ ノレク リソ」反磨 ノ・約

66.97%二 陽性 デ ア ル。 此 盧 二於 テ モ 「ツ ベ ノレ〃 リ ソ」

感 受性 ノ強 弱 蛇 二 病 竈登 見 ノ頻 度 ト初 獲 者 獲 見 率 ト

間 ノニ緊密 ナ關 係 ガ見 出 測、種 族 的 二 ・・東 洋 人 ノ方 が

白人 ヨ リモ 初 螢 者 ヲ 高 傘 二 駿 見 サ レテ居 ル 。 トモ ア

レ此検 査 方 法 ハ 結 核 患 者獲 見 ノ ーi新方 法bシ テ 推 賞

シ得 ル ト著 者 ハ考 ヘ テ居 ル。(宇 多 野 内藤 抄)

結 核傳 播 ノ要 因 トシテ ノ接 濁

CharlesSchuman:ContatcasaFactorintransmiss-

ionofTuberculosis

結 核 呂於 ケル 接 濁 ノ潜 在 性 根 源

BurtR.ShurlyandD.S.Brachman:LatentSources

ofContactinTuberculosis

結 核管 割 ノ妓 果

M・Pollak:TheE冊cancyofTuberculosisControl

石 綿肺 ト肺 癌

DanS.EgberしandArthurJ .Geiger:Pulmonary

AsbestosisandCarcinoma

「サ ノク リジ ン
」注 射=績 稜 セ ル 「ア グ ラ ヌ ロチ トー

ゼ」性 ロ峡 炎

S.SchwartzandF.H.Heise:Agranulocy婁icAngi-

naFollowingSanocrysin

23歳 ノ婦 人 、 相 當 進 行 セル 開 放 性 肺 結 核 患 者 デ 「サ ノ

ク リジ ソ」療 法 ヲ行 フ事 約2ケ 月 ニ シ テ「ア グ ラ ヌ ロチ

b一 ゼ」性 口峡 炎 ヲ併 號 シ死 亡 一t7v1例 報 告 デ ア ル。

文 獄 二俵 ル ト婦 人 二起 ル事 多 ク、金 鞭 療 法 ヲ受 ケ タ 者

1000例 二1例 ノ割 合 二見 ラ レ・ル。 使 用 量 ニ ノ・關 係 力・

無 イ ラ シク、爽 雑不 純 物 ニ ヨル トモ考 ヘ ラ レナ イ。 豫

後 バー 般 二不 良 トサ レ・テ居,レ。(宇 多野 内藤 抄)

結 核 二 封 ス ル 「サ ノ ク リジ ンJ治 療 成 績

FrankI.Terrill:ResultsoftheSanocrysinTreatment

ofTuberculosis

「サ ノク リ ジ ソ」・・少 量 ヲ用 フ レバ相 當 有数 デ アノV
。著

者 ノ経 験 デ ノ・相 當 或 ハ ソ レ 以 上 二 進 行 セ ル 結 核 患 者

41例 ノ内18例 ・・臨 林 的 二良 纒 過 ヲ ト リ、10例 ・・著 シ

ク好 髪 、10例 ハ 不 墜.3例 ハ悪 化 シ タ。空洞(壁 薄 ク

シ テ直 径4cm以 下 ソモ ノ)ノ 消 失 セ ル者 力・10例 、3

ケ 月 以 内 二 喀 疾 中結 核 菌 ノ消 失 セル 者 が10例 ア ル。

著 者 ノ・10mgヨ リ始 メ テ 漸i欠250mg迄 培 量 、 其 ノ儘

5-8同 績 ケ タ後500mg二ig・yテ2-3回 績 ケ ル 。 全

量3-59二 止 メル 。 間 隔 ノ・1週 間 。 最 後 二著 者 ・・金

療 法 ヲ以 テ人 工 氣 胸 二 代 へ 治療 ノ好 期 ヲ 逸 ス ル ノ愚

ヲ戒 メ テ居 ル。(宇 多 野 内藤 抄)

人 コニ氣 胸 療 法 二偶 護 セ ル 氣 腹

C.E.HamiltonandPeterAmazon:AccidentalPne-

umoperitoneuminArtificialpneumothoraxTherapy

掲 題2例 ノ報 告 デ ア ル。 氣 胸 針 ガ横 隔 膜 下 二入 ル ト、

陰 歴 ヲ示 シ、而 モ吸 氣 時 二 共度 ヲ墳 ス カ ラ全 ク肋 膜 腔
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内 ト攣 ラ ナ イ。後 二X線 検 査 ヲ試 ミテ始 メ テ其 誤 二氣

付 ク ヲ常 トス ル。氣 腹 ノ・腸結 核 及 ビ結 核 性 腹 膜 炎 二 磨

用 サ レツ ・ア リ、叉 近 時 横 隔 膜 紳 経 切 除 ト併 用 サ レテ

居 ル 。著 者 ノ偶 腰例 ノX線 爲 眞像 ヨ リ見 レバ後 者 ノ数

果 ハ疑 ハ シイ。 ・(宇 多 野 内藤 抄)

肺 結 核 患 者 ノ赤 血 球 沈 隆 及 感 所 見

H.A.Patterson:ObservationsontheRed・CellSed-

imentationTestinPulmonaryTuberclllosis

ニ ユ ウ メ キシ コ ノ海 員病 院 二 於 ケ ル312例 ノ肺 結核

患 者 ノ1698同 ノ赤 沈 楡 査 ノ報 告 デ アル 。 患 者 ・・総 テ

海 員 デ、槍 査 方 法 バ カ ツ トラ ー氏 法 二俵 ツ タ。 正 常沈

降 係 数 ・・1-7mm.李 均3.5mmデ アル 。 本 病 院 ・・海

抜16231呪 ニ アル が、 低 地 ノ病 院 二於 ケ ル ヨ リモ沈 降

速 度 バー般 二 遅 イ。 病 竈 ノ振 が リ ト沈 降 速 度 トノ間

ニ ノ・密 接 ナ關 係 ガ ア ル が、総 テ ノ症 例 二於 テ比 例 的關

係 が アル 課 デ ハ ナ イ。(宇 多 野 内藤 抄)

肺 結 核 患 者 ノ血 液 水 素 「イ オ ン」濃 度

E.RobertWiese:HydrogenIonConcentrationot

theBloodinPulmonaryTuberculo3is

實 験 方 法 バ カvソ 氏 法 ノマ イエ ル 氏攣 法 二 俵 ル。45

名 ノ患 者 ノ内9例 ノ ミガ略 く正 常値 ヲ示 シ タが、他 ノ

者 モ 著 シ イ攣 化 ノ・認 メ ラ レズ、血 液 水 素 「イ オ ソ」濃 度

ハ結 核 ノ診 噺 ニ モ 豫 後 決 定 ニモ 債 値 ヲ 持 タ ナ イ ト言

フ ノ が結 論 デ ア ル。(宇 多 野 内 藤 抄)
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肺 結 核 ト糖 尿 病

J.J.WienerandJuliusKavee:PulmonaryTub・

erculosisandDiabetesmellitus

之 ・・モソテフィオール病院デ1932年 來迄過去10年 間

ノ患者中結核b糖 尿病 トが併登セル者218例 二就テ

ノ統計的観察デアル。患者 ノZF均年齢ハ54.3年 デ、

糖尿病 ノミノ場合 ト大差が無イ。 性別ヲ見ル ト女ハ

男 ノ1倍 牛bナ ル.大 多数二於テ糖尿病 ノ方が先行

シテ居 リ、反封二活動性結核患者二糖尿病 ヲ績獲セル

場合 ハ9例 ジカ無イ。 糖尿病患者 ノ結核號現ノ・屡 く

假面的潜行的デ診噺困難ナル事ガ多ク、而モ同年齢ノ

軍純結核二比 ジテ豫後不良デ、20.8%ノ ・1年 以内二、

47.2%ノ ・2年 以内二死亡 シ、17%ノ ミが停止型 トナ

ツテ退院 シテ居ル。 但糖尿病 ノ性質・・結核 ノ蓮命二

封 シテー定 ノ關係ヲ持タナイ標デアル。 死因 ノ内喀

血死 ノ率が軍純結核ヨリ大デアリ.、合併症 トシテハ喉

頭腸及泌尿器結核・・差無ク、唯自然氣胸登生率ガ大キ

イ様デアル。循環器系統ノ攣化ハ寧口少ナイ。 「ケ ト

ージスJ昏睡等 ノ重篤症状が結核合併 ノ獲現或ハ停止

性結核 ノ激攣 ノー徴候 デアル事が屡 くアル。

患著 ノ基礎食餌bシ テ ノ・1509ノ 糖質、759ノ 蛋白

質及100gmノ 脂質 ヲ用 ヒ、 之二1配スルニ「イソシュリ

ソ」(40輩 位迄)ヲ 以テシタが、之デ充分髄重壇加 ヲ認

メタ.「 イソシュリソ」ノ注射ノ、肺結核 ノ獲展或 ハ再獲

二封 シテ何等 ノ原因的關係 ヲ有 ジナイが,一 方結核糖

尿病併登患者ノ滲出性病竈 ヲ良性ナル モ ノニ攣化セ

ツ メル能力モ持タナイ。

0

218例 ノ内72・9%ノ ・既 二死 亡 シ、26例 ・・経 過 不 明、

33例(15・1%)ノ ・尚 生 存 シテ 居 ル ガ、 内9例 ・・輕 微 ナ

結 締織 性 結 核 デ、24例 ・・活 動 性 結 核 デ アツ タ。 後 者

ノ内12例 ・・重 症 結 核 、5例 ハ人 工 氣胸 ヲ施 行 ス〃 事

ナ ク停 止 型 トナ リ、7例 ハ人 工 氣 胸 療 法 二俵 ツテ経逼

良 好 デ アル。 帥糖 尿 病 患 者 ノ結 核 二 樹 シテ ・・食 餌 モ

「イ ソ シュリ ソ」モ特 二偉数 ア リ トノ、言 ヒ難 久 ヤ ハ リ

人 工 氣 胸 が成 功 シタ 場 合 ノ ミガ 活 動 性 墾 化 ヲ 停 止 ス

ル ニ役 立 ツ ト考 ヘ ラ レル 。 ・(宇 多 野 内 藤抄)

糖 尿 病 ト結 核

GordonB.MyersandRichardM.McKean:Diabep

tesandTuberculosis

先 二i著者 等 ハ本 誌 上 二於 テ、デ1・ ロ イ ト1ヘ ル マ ソキ

ニZ… 空 病 院 デ観 察 シ タ 糖 尿 病結 核 併 獲 患 者80名=

就 テ ノ統 計 的観 察 ヲ獲 表 シ テ居 ル が、此 虜 ニ ノ・其 内5

例 二就 テ詳 細 ナ臨 肱 経 過 ヲ紹 介 シ テ 居 ル。 内5例 ・・

相 當進 行 セ ル 肺 病 竈 ヲ臥抹 安 静 ト注 意深 キ糖 尿 病療

法 トノ ミニ ヨ リ、補 足 的 二人 工氣 胸 及 横 隔膜 紳 経 切 除

ヲ併 用 ・yテ外 見 的 停 止 ニ マ デ導 イ タ例 デ アル。2例 ・・

此 療 法 ノ無 数 デ ア ツタ者 デ 其 中 ノ1例 ・・胸 廓整 形術

;ヨ リ肺 病 攣iヲ外 見 上 停 止 セ シメ得 タ 者 デ アル。 残

ル1例 ハ 外 見 上 停 止 型 ノ肺 結 核 ガ 糖 尿 病 ヲ 捨 テ ・置

イタ爲 二再 獲 シタ例 デ ア ル。(宇 多 野 内 藤抄1

「イ ンシ 昌リン」ト結 核

FrederickM.Allen:InsulinandTuberculosisr

著 者 ハ結 核 二樹 ス ル 「イ ソシュリ ソ」ノ磨i用 ヲ唱ヘ タ最

初 ノ人 デ アル が 、共 後 ノ斯 方 面 二於 ケ ル文獄 ヲ集 メテ
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此塵 三紹 介 シ テ居 ル ノデ ァ ル。

A:一 般 新 陳 代謝 的 考 察

多 ク ノ研 究 二 於 テ 結 核 患 者 ノ空 塵時 血 糖 ・・大 髄 正 常

デアル ト認 メ ラ レテ居 ル が、糖 質 員 荷 試 験 ニ ヨ リ糖 質

同化 機能 ノ低 下 が一・般 二、少 ク トモ重 症 者 ニ ハ謹 明 サ

レテ居 ル。 之 ・・肝 臓 ノ機 能 障 碍 二 餓 セ ラ レ・テ 居 ル様

デ アル ガ、 著 者 之 二賛 セ ズ、 未 解 決 トシ テ居 ル。

次 二糖 尿病 二結 核 が合 併 シ易 イ事 ハ 周 知 ノ事 デ ァル 。

カ ・ル場 合 糖 尿 二封 シテ 良 影 響 ヲ及 ボ スガ 如 ク 見 エ

ル事 ヲ報 告 セル 者 モ 多 イ が、重 症 ナ ラ バ結 局 豫 後 ・・悪

ク、結 核 デ死 亡 スル。 食 餌 ノ・或 程 度 迄 制 限 シ タ 方 ガ良

〃、 「イ ソシ昌リソ」ノ使 用 ・・害 ガ無 イバ ヵ リデ ナ ク、

食餌 ヲ自 由 ニ シ豫 後 ヲ好 攣 セ シ メル 。

非糖 尿病 者 ノ「イ ソ シュリソ」長 期 投 與 ノ結 果 二 就 テ ノ

女献 ヲ 按 ズル ニ、 圭 トシ テ 低 血 糖 ノ危瞼 二 關 シ テ居

ル。 大 燈 普 通 二糖 質 ヲ 供 給 シテ店 レバ 低 血糖 ヲ惹 起

シナ 什 言 フ者、 「イ ソ シュリ ソ」長 期投 與 ・・膵 臓 ノ機

能 ヲ高 メル トス ル 者.之 二反 シ却 ツテ低 下 ス ル トス ル

者 が アル。

B:非 糖 尿病 者 ノ「イソ シュリソ」療 法

第 一 二 「イ ソシュリソ」軍 蜀 或 ハ 「イソ シュリ ソ」葡 萄 糖

併用 ノ肥 絆療 法 二關 ス ル モ ノが敷 多 〃、何 レモ其数 果

ヲ認 メ テ居 ル。 其 他 ノ適 慮 症 ト シテノ・バ セ ドウ氏 病 、

妊娠、 心臓 及 肝 臓 疾 患、 胃十 二 指 腸 潰 瘍 、温 疹 、皮 膚

硬化症 其 他 ノ皮 膚 疾 患 デ ア ル。

結核症 二封 ス ル 「イ ソ シュリソ」ノ数 果 二就 テノ、彩 シ イ

業績 が ア ル。 大髄 停 止性 患 者 ノ髄 重 培 加 二役 立 ツ事

・・一般 二認 メ ラ レテ 居 ル が、 局所 或 ・・一般 症 状 ノ悪

化、獲熱 、喀 血 ヲ來 ス危 瞼 ヲ説 ク者 ガ相 當 ニ ア ル。 之

・・「イ ソ ジュリソ」製 側 ノ不 純 物 二 因 ル ト考 ヘ ラ レ・ル。

叉 「イソ シュリ ソJ作 用 が 使 用 停 止 後績 力ヌ ト言 フ非 難

ハ無 意 味 デ ア ル ト著 者 ノ・言 フ。(宇 多 野 内藤1'ij)

結 核 治 療 藥 ト シ テ ノ 「イ ン シ ニリン 」

FrederickM.Allen,StephenA.Douglass,EarlL.

WarrenandWmE.Pottinger:InsulinintheTrea-

tmentofTuberculosis、

結 核 ノ各 種 病 型 蛇 二病 期 ヲ代 表 ス ル128名 ノ患 者 二

就 テ 葡 萄 糖員 荷 試 験 ヲ行 ツ タ 結 果、40%二 同 化 機 能

障 碍 ヲ認 メタ。之 ・・患 者 ノ年 齢 、性 、病 型 、病 竈 ノ据 ガリ

人 工 氣 胸 、血 液 像 、赤 沈 、合 併症 、食 餌,榮 養 状 態 、運

動 、精 紳 状 態 蛇 二豫 後 ノ何Vト モ關 係 ヲ認 メ 得 ナt。

著 者等 ノ経 験 ニ ヨ レ・・「イ ソジュリン」・・結 核 患 者 ノ食

慾 ヲ高 メ、禮 重 ヲ塘 シ、其 間悪 影響 ヲ來 セル 事 ノ・極 メ

テ稀 デ アル カラ、適 當 二 患 者 ヲ選 澤 ス レバ数 果 的 ナ療

法 ノー ツ デ アル ト言 フ。(宇 多 野 内藤 抄)

結 核 二 封 ス ル1イ ンシ ュリン」ノ妓 果

M.A.SpellbergandS.H.Rosenblum:TheUseof

InsulininTuberculosis

重症 肺 結 核 患 者 ニ シ テ食 慾 不 振 、髄 重 減 少 、或 ・・共他

ノ胃症 状 ヲ訴 ヘ ル 者13名 二就 テ行 ツ タ「イソ シaリ ソ」

ノ治療 成 績 デ アル。 使 用 量 ハ1日15--30軍 位 。 総 テ

ニ於 テ食 慾 ノ・培 進 シ、胃症 状 ・・好 縛 シタ。 髄 重 塘 加 ヲ

來 サ ナ カ ッタ 者 ハ 総 テ 観 察 期 間 内 二 死 亡 シ、 数 名 ・・

「イ ソ シュリソ」中止 後 モ髄 重 ヲ増 ンタ。 局 所 的原 因 カ

ラ食 餌 ヲ ト リ得 ナ イ 患 者 ヲ除 イテ ノ・禁 忌 ト思 ノ・レル

場 合 ハ無 カ ツタ。作用 機 轄 二 就 テ ハ胃 ノi運動 及 分 泌 ヲ

高 メ 、肝 臓 及 皮 下 脂 肪 組織 ノ「グ リコ ゲ ソ」貯 藏 ヲ培 進

ス ル ニ アル ト著 者ノ・考 ヘ テ居 ル。(字 多 野 、 内 藤 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXXIVNo.3.1937

結 楼 ノ謹展

JamesAlexanderMiller:TheEvolutionofPulmon.

aryTuberculosis

結 核 ノ初 感 染 型

J・ArthurMyers:TheFirst・InfectionTypeofTub-

erculosis

近年 二至 ツ テ 動 物 髄 内 ノ結 核 登 生 二就 テ 用 到 ナ ル組

織 學的研 究 が行 ・'レ タ。 帥 フオ ル ワル ドガ實 験 シ'

次 イデ 塑L竺 が追 試 シタ所 ニ ヨル ト、結 核 菌 ノ侵 入

二勤 シテ・・最 初 多 核 白血球 が集 合 シテ之 ヲ貧 食 シ
、績

イテ畢 核細 胞 ガ現 レテ 後 者 ヲ 貧 食 シテ 類 上 皮細 胞 ト

ナルノデアル。 斯 クノ如 ク過敏症饗現前二菌ヲ限局

セシメ、之ヲ取園ム事 が初感染結核 ヲ良性ナラシメル

重大ナル要素デアル。

次二諸家二依 ツテ初感染 ト再感染 トノ病攣登現 ノ時

期及程度 ヲ比較 シテ後者 ノ方がヨリ悪性デアル事 が

明ニサ レタ。 極 メテ興味深 イ實験 ガ組織培養二封ス

ル「ツベルクリソ」ノ作用 二就 テ行・・レテ居ル。 帥白

血球 ヲ培養 シテ「ソベルク リソ」ヲ接鯛 セシメル ト、未

ダ結核菌二侵サ レタ事 ノナイ動物 ノ白血球 ハ攣化無

ク、既二侵サレタ事 ノアル動物ノ白血球 ハ損傷サ レル

ノデデル。叉ザィベル トノ實験デ ハ分子ノ大キナ結
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核菌髄蛋白ヲ1週 間連績注入セル正常海狽ハ績 イテ

施行セル結核感染二封 シテ却 ツテ抵抗ハ弱マツテ居

ル。レモソ及モソトゴメ リーモ亦組織ノ過敏症ガ結核ノ

破潰性進展二i封シテ重大ナル役目ヲ演ジテ居ルト結論 ・Yタ。

組織過敏症婁現前ノ人燈二樹スル結核菌 ノ作用 ト言

フ問題 ヲ明ニスル機會・・極メテ稀デアル。唯 リソガー

ノ・生後7ケ 月ノ小見二於テ先ヅ胃内容二結核菌ヲ詮

明 シ、12日 ノ後「ソベルクリソ」陽性bナ リ。後8日

ニシテ右肺二初メテ浸潤 ヲX線 的二謹明 シタf例 ヲ

報告 シテ居ル。Wallgrenモ 亦「ツベル〃リソ」陰性ナ

ル間ハ壁熱其他ノ症状獲現が飲ケテ居ル事ヲ認メテ居ル。

其盧デ初感染結核ノ治療 ト言フ黙 ヨリ見テ、「ツベル

クリソ」陽性化以前二如何 ニシテ診噺スル カト言フ問

題が起ルカ●、此施 二三 ソノ可能性がアル。即チ白血球

像、赤沈及 ビ消化管内容物拉二排泄物中ノ結核菌獲見

デアル。 但末梢血管内ノ白血球像 二著明ナ攣化ヲ起

ス程初感染結核菌 が多数二入ルカ ドウカノ・不 明デア

リ、此問題ノ・著者ノ下デ目下研究中デアル。叉赤沈 モ

非特異性反慮デ アル 以上「ツベルクリソ」陰性ノ間二

試験スル事ハ實際的 二・・意味 が無 イ。

元來結核菌二封スル生物 ノ抵抗力・・一定デ無イカラ、

一種 ノ動物 ノ實験結果 ヲ直二人間ニアテ・・メテ良イ

トノ・限ラナイガ、病理學者ノ充分ナ観察ノ・我 々ヲシ

テ、上述 ノ早期 ノ反慮 ガ人間ニモ動物 ト同様 二起ル ト

言フ事ヲ信 ゼシメル。 サテクラウゼニ依 レバ多核白

血球ニヨル防禦 ノ期間ノ・極メテ短ク、績 イテ是等ヲ貧

食 セル 軍核細胞二依ル防禦期二移行スル。 此際結核

菌燐脂質が軍核細胞 ノ類上皮細胞化 二或役 目ヲ演 ズ

ル事、死菌並二生菌カラ或物質が出テ、其内ノ蝋質が

結締新生細胞ノ増殖 ヲ、「アセ トソ」可溶性脂質 が結締

織細胞 ノ培殖 ヲ促ス事 が明ニサレテ居ル。 一方結核

菌蛋白ノ・先 ヅ局所 ノ、次デ燈組織 ノ過敏症 ヲ惹起セシ

メル。人髄デノ・皮膚反慮陽性 トナルニ3--7週 問 ヲ要

スル ト考ヘラ1ノル。

局所淋巴腺二侵入 シタ菌二因ル攣化モ上 ト同様 デ、先

ヅ非特異性炎症 トシテ速 二包圏ヲ受久 組織 ノ過敏症

ヲ惹起 シテ後崩壌 ガ始ル。

以上 ノ事ハ人髄初感染結核 ノ経過良好ナル事/説 明

ノー部ヲナス ト信ズル。

著者ノ経験ニヨルモ初感染結核二於 テ組織 ノ過敏症

登生以前二症状 ヲ登 シタ者 ヲ知 ラズ。 叉後二再感染

結核例ヘバ滲出性肋膜炎、腹膜炎、崩壌性肺疾患ヲ來

録 【第15巻

シタ者 ヲ除イテ 引績 イテ症状 ヲ惹起ジタ者 ヲ見タ事

が無イ。

サテ組織が感作サWVト 直二或者二於テハX線 的二

肺炎 ヲ詮明スル。 此者ノ本態二就テノ・諸説が存在ス

ル。 第一二之ハ皮膚反慮二於ケルが如 キ結核菌饅蛋

白質二封スル反慮ダ ト言フ考ガアル。 第ニ ノ考 トシ

テスウィー二ニノ・之 ヲ数或毒力二於 テ減弱サレタ結核

菌 ニヨル トシテ居ル。 第三ニ ウォールグレソナ ドハ

此者ノ・充血、肺胞細胞、淋巴細胞浸潤、浮腫ヲ圭ナ墾

化 トスルが、所 々壊死竈及巨大細胞ヲ見ル ト言ツテ居

ル。スペyス ヤゴルター及 リグナックハ此病竈 カラ穿

刺ニヨリ結核菌 ヲ詮明シテ居ル。 此病竈ハ鍛ケ月ヵ

ラ1年 以上績1テ 後徐 々二清裾 ジ、X線 的 二痕跡ヲ、

止メヌ事 モアリ、中心が残ツテ石灰化骨化スル事モァ

ル。 以前バー般 二石灰 ノ沈著ノ・長期 ヲ経過 シタ謹櫨

ト考ヘラレテ居タガ、ス ウィー二・一ノ・乾酪化後暫 クニ

シテ石灰化ガ起ル事ヲ見出シタ。バーゲル、 ヒユー

ブッシユマソ及ヤツフ呂・・組織過敏症 ・・乾酪性物質 ・

軟化 ノー要素ナ リト考へ、ロyグ ハ必 ズシモサウトハ

限ラナイ黙 ヲ指摘 シタ。 ス ウィーニーハ初感染竈ノ石

茨化二就テ特異性 ヲ認 メ、プール及 シモソモ亦初感染

型 ト再感染型 トノ石茨化二差 ヲ認メテ居ル。スウ・一

ニーノ・叉力 ・ル石茨化竈が血行性二披力●ツテ見ラ・ノ

ル事モアル ト言ツテ居ル。

種族的差異 ヲ見ルニ白人デモ「ニグロ」デモ,イ ソヂア

ソ」デモ初感染竈 ノX線 像 ニハ差ガ無イが、再感染型

二於テハ白人以外 ノ者・・崩壊が著 シイ事 ヲ認メル。

但 シ之 ハ種族的感受性 ノ差或ノ・免疫力 ノ違ヒヨリハ

寧 ロ感染菌量 ノ差異二 因ルノカモ知 レナイ。 叉年齢

ノ差ヲ見ルニ著者ノ経験デハ小見デモ成人デモ初感

染 ノ経過 ノ・攣ラナイ。

一方感染 セル者二必ズ過敏症 が存在スルカト言フト、

サウモ言ヘナイ場合 がアル。 例ヘバ療養所 二数年以

上モ勤務 シテ居ル看護嬬デ「ソベルクリソ」陰性ナル

者 ガア リ、X線 的二石茨化竈 ヲ詮明セル者=・yテ 「ソ

ベルクリソ」陰性ナル者 ガアル。叉現在X線 的ニモ亦

喀疾検査的ニモ結核 ナル ヲ詮明シ得テ而モ「ツベル〃

リソ」陰性ナル者モアル。 然 シ是等 ノ場合・・何レ毛

「ツベル〃リソ」反慮モ以前カラ経過ヲ追 ツテ見テ 居

ナイカラ前 ノ事 ハ不明デアリ、叉「ソベルク リン」反慮

ト言フモ ノノ・弱ク過敏症 ヲ見逃ス事・・アリ得ルカラ

是等 ノ事實ハ矛盾 トハ思ハレナイ。
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以上 蓮 ベ タ如 ク、過 敏 症 が疾 患 豫 後 二悪 彰 響 ヲ及 ボス

者 デ ァル事 二就 デ ハ 多 ク ノ人 々 ノ意 見 ガ ー 致 シテ居

ル。 以 前 ニ ハ 初 感 染 結核 ハ 悪 性 ダ ト シテ恐 レテ居 タ

ガ、 之 ハ馨 師 が脚 膜 炎 、粟 粒結 核 、結 核 性肺 炎 ヲ初 感

染結 核 ト考 ヘ テ居 タ爲 デ ア ツテ、近 代 ・見解 カ ラ言 ヘ

バ之 ・・再 感 染b見 ル ベ キ 者 デ アル。 叉 生後1年 以 内

ノ乳 兇 ノ結 核 死 亡 率 ・・以 前 ノ・非 常 二高 ク、初 感 染 結核

ノ重 篤 ナ事 ノ謹 櫨 ノー ニ ナ ツテ居 タ が、如 上 ノ誤 解 ヲ

別 二考ヘ テモ 近 年 非 常 二 低 ク ナ ツ テ居 ル 。 著 者 ノ経

験 ニ ヨル モ 初 感 染 型 結 核 ハ治 療 ノ有 無 二 拘 ラ ズ 豫 後

ソ・良 好 デ アル、若 シ粟 粒 竈 ヲ雨 側 肺 野 二現 ス トモ 過 敏

症 壁現 前 ナ ラバ豫 後 ノ・良 イ。 近 頃 マ デ 我 々ノ・學 生 二

封 シテ 小 見 ノ頸 部 淋 巴 腺 結 核 ハ 後 年 ノ肺 結 核 二封 ス

〃一 ツ ノ保謹 グ ト敏 ヘ テ 居 タ が、 之 ハ全 ク 誤 デ ァ ソ

タ。 我 々・・開 放 性 患 者 二接 シタ 家 族 ノ中 二 臨 林 的 二

認 メ ラ レル 結 核 ノ多 イ事 ヲ 知 ツテ 居 ル。 看 護 嬬 ヤ 見

習 二多 イ事 ヲ知 ツテ居 ル。

故 二人 間 バ ー 生 ヲ 通 ジテ 結 核 菌 ノ侵 入 ヲ防 止 シナ ケ

レバ ナラ ナ イ。(宇 多 野 内藤 抄)

妊 娠 卜結 核

CharlesR,Castlen:PregnancyandTuberculosis

腸結 核 ノ罹 患

BenjaminL.BrockandGilbertO.Perry:Thelncide

nceofIntestinalTuberculosis

結 核 菌 ノ獲 育 環 二 於 ケ ル 非 抗 酸 性 桿 菌 及穎 粒 ノ役

目

M.C.KahnandJ.F.Nonidez:TheR61eofNon.

Acid-fastRodsandGranulesintheDevelopmental

CycleoftheTubercleBacillus

結核菌 ノ繁 殖 二 關 シテ 現 在 三 ツ ノ訊 が アル。 … ハ簡

阜 ナル 分裂 ニ シテ染 色 性 二攣 化 無 シ ト言 フ設 、二 ・・モ

ツ ト複雑 ナ モ ノデ 穎 粒 ヤ 非 抗 酸 性 膿 が 存 在 ス ル ト言

フ設 、三 ハ濾 過 性 髄 ノ存 在 ヲ認 メ ル説 デ ァル。 著 者 ノ

此 研究 ハ第 ニ ノ設 ヲ確 詮 セ ソ トス ル モ ノ デ アル。

著 者 ノ1人 ハ 先 二 結 核 菌 ノ軍 細 胞 標 本 二於 テ 微 細 ナ

ル非抗 酸 性 願 粒及 桿 菌 が 抗 酸 性 菌 ノ 前 均 デ アル 事 ヲ

謹 明 シタ ガ、此慮 デ・・新 シ イ若 イ聚落 ノ垂 直 割面 二於

テ之 ヲ呈 示 シタ ノデ ア ル。 方 法 ハ 氷結 法 、 「パ ラ フィ

ソ」法、 「セ ロ ィヂ ソ・パ ラ フィソJ併 用 法 ヲ探 用 ンタ。

若 イ聚 落割 面 ハ 層 ヲ成 ジテ居 ル。 外 暦 ヲ微 細 ナ ル 非

抗酸性穎 粒 及 桿 菌 ガ 占 ノ、内 厨 ハ ノくキナ 抗 酸 性 菌 が大

部分 ヲナ シテ居 ル。 外 層ソ・酸 素 ヲ最 モ 塑 富 二供 給 サ
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ソ テ居 リ盛 二號 育 シ ツ ・アル 部 分 ト考 ヘ ラ レル ヵ ラ、

此 部 二 上 述 ン 攣 形 菌 盟 ノ アル 事 ・・之 が結 核 菌 繁 殖 ノ

ー時 期 ナル ヲ謹 明 ス ル モ ノデ アル ト著 者 ハ圭 張 ス ル。

之 が使 用 藥 品 ニ ヨル 攣 化 デ ナ イ 事 ・・参 考 實 験 デ確 メ

ラ レテ居 リ、古 イ聚落 ニ カ ・ル 層 ガ 見 エ ナ ィ事 ノ・著 者

ノ圭 張 ヲ裏 書 ス ノレ。

次 二先 二著 者 が 非 抗酸 性 頴 粒 ヲ 見 出 シテ カ ラ 或 人 ハ

之 ヲ以 テ濾 過 性 ヲ持 ツ モ ノデ ハ 無 イカ ト 想 像 シテ 居

ル ノデ、 著 者 ノ・本 研 究 中 二之 ヲ究 明 セYbシ タ。 即

ロ ソグ ノ合 成 液 醒 培 養 基 二1-4週 間培 養 セ ル 人 型

菌H37牛 型 菌B1ノ 蛮 育 膜 ノ部 分 ヲ1・ リ、 之 ヲ各

種 ノ濾 過 器 ヲ蓮 シ 培 養 蛇 二 動 物 實 験 ヲ 行 ツ タ結 果 、

0.1「 ミク ロ ソ」以 下 ノ細 孔 ヲ殖 過 セル 者 ・・無 菌 ナル 事

ヲ確 謹 シ得 タ ノデ アル。(宇 多 野 内藤 抄)

皮 虐 結 核 ノ温 熱 療 法

E.M.Rusten,G.R.Duncan,E.S.MarietteandD.

D.Turnacliff:The"TreatmentofTuberculosisofthe

SkinbyHeat.

6例/皮 膚結 核 患 者 二 局 所/赤 外 線 燈 温 熱 療 法 ヲ試

ミ、内1例 ニハ 全 均温 熱療 法 ヲ併 用 セル 成 績 ノ報 告 デ

アル 。4例 二於 テ好 影響 ヲ認 メ タ。 無数 ナ リ シ者 ノ1

例 ハ治 療 日数 が短 カ カ ツタ者 デ ア リ、他 ノ1例 ・・全 均

状 態 ノ不 良 デ ア ツ タ 者 デ アル 。 慢 性 増殖 性 疾 患 二殊

二良 でが、急 性 ノ者 ニ モ数 果 ヲ認 メ ル。 作 用 機轄 ハ全

均 温 熱 療 法デノ・初獲 病 竈 ノ結 核 菌 獲 育 阻止 ニア リ、局所

療 法 デハ充 血 、貧 食 作 用 、吸 取 作 用 或 ・・細 菌 二 封 ヌル 障

碍 ニアル ト著 者 ハ想 像 シテ居 ル。(宇 多 野 内藤 抄)

塵 肺 二併 費 セ ル 同 時 雨側 自然 氣胸

LGrantGlickmanandBenjamiuH.Schlomovitz:

SimultaneousBilateralSpontaneousPneumothorax

ComplicatingPneumoconiosis.

人 工 氣 胸 終 止 ノ標 示

FrankB.Stafford:TheIndicationsforTerminating

ArtificialPneumothorax.

新 人 工 氣 胸 器

RobertG.Bramkamp:AnewArtificialPneumotko・

raxApParatus.

「ツ ベ ル ク リン」及 感 ノ強 サ ト讃 明 シ 得 ル 結 核 病 竈

ノ頻 度

C。W.WellsandH.H。Smith:TheIntensityofthe

TuberculinReactionandFrequencyofDemonstrable

TuberculousLesions.
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槍 査 総 数4906名 デ各 年 齢 二渡 ツ テ居 ル 。 特 二結 核 ノ

疑 ア ル 者 ヲ選 ソ ダ謬 デ ハ無 イ。是 等 ノ中X線 的 二病 竈

ヲ謹 明 一ヒノレ者 ノ・0-9歳 間 デ1mgノ 奮 「ツ ベ ル ク リソ」

ノ皮 内注 射 二反 磨 陰 性 ナ リ シ 者 ノ内 二 〇.5%、0.01

mg注 射 反 慮 十2十3十4ナ リシ 者 ノ 内 二14.1%ア

ツタ 、10-14歳 ノ群 デ ノ・「ツ ベル ク リ ソ」陰1生 ナ ル者

ノ 内 二 ・・1例 モ無 ク、 十2十3十4ナ ル 者 ノ内 ニ ノ・14.2

%ア ル 。 之 が15歳 以 上 ニナ ル1・ 「ツベ ル ク リ ソ」陰 性

者 ノ内 二5.5%、 十2十3十4ノ 者 ノ内 ニ ノ・12.1%ヲ 謹

明 ス ノレ。(宇 多 野 内 藤 抄)

氣 管 枝 原 獲 性 癌 ・

」.K.Miller:BronchogenicCarcinoma.

診漸 困難ナ リシ氣管枝癌 ノ1例 デアル。47歳 ノ男、

呼吸器症状 ト著 シキ髄重減少、登熱ヲ圭訴 トシテノ

院、X線 爲眞上二右肺 二壇殖性結核 ヲ思ノ・ス斑鮎多婁

ヲ認メ・喀疾中結核菌陰性、赤沈1時 間45mm.白 適

球数1500、 内桿状核白血球6%、 多核白血球71%、

淋 巴球23%デ 肺結核1・シテ治療サ レ・テ居タガ、死G

剖検 ノ結果、右側氣管枝二原登 セル癌ニ シテ右肺繊

黙・・多曇性ノ膿瘍デアツタ。 即新生物 トテ必ズシ畳

境界鮮明ナル陰影 ヲ示ス1… 限ラナイ事 ヲ敏ヘル1

例 デアル。(宇 多野内藤抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

人型 結 核 菌性 結 核 組 織 乳 剤 ヲ接 種 シ タ家 兎 眼 ノ前

房 水 及 ビ硝 子 膣 ノ生物 學 的 實験 成 績

Caramazza:Risultatidellaprovabiologica,colme.

todsdiNinni,dall'acqueoodalvitresprelevats

daocchidiconiglischeeransstatiinoculaticon

emulsionidiprocessitubercolaridabacilliditube.

rcolosiumana.(Boll.OcuL15.Zentralbl.f,Ophth.

37.Bd.Heft4.1937.)

著 者 ノ・前 實 験 二 引 キ績 イテ 標 題 ノ如 キ實 験 ヲ行 ツ タ。

人 結 核 ノ材 料 、 帥 チ 人 型結 核 菌 ヲ 注 射 シタ 「モ ノレモッ

ト」ノ淋 巴腺 ノ乳 剤 ヲ家 兎 眼 ニー 部 ハ前 房 二、 一部 ハ

硝 子 盟 中 二注 射 シ、 此 前 房 水 、 硝 子 髄 ヲ取 ツ タ 「モル

モット」二注 射 シタ 家 兎 眼 カラ ノ材 料 探 取 時 期 ハ 種 々

デ2例 ・・接 種 後4圓 、1例 ・・12日 、1例 ノ・13日 デ ア

ツ タ,叉 既 二 眼 結 核 ヲ 起 シタ モ ノ デ ノ・種 々 ノ間隔 帥

チ22--55日 内 二探 取 シタ 。 前房 水 内 二 ・・結 核 菌 ハ常

二謹 明 出來 ナ カ ッ タ。

4例 ヲ除 クス ベ テ ノ例 デ ハ 「モル モッb」 ノ淋 巴腺 内 二

定 型 的 ノ結 核 攣 化 ヲ認 メ 、多 鍛 ノ結 核 菌 ヲ塗 抹 標 本 並

ビ ニ組 織 切片 内 二詮 明 シタ 、此 所 見 ・・硝 子盤 、前 房 水

何 レニ接 種 シタ時 ニ モ得 ラ レタ。

以 上 ノ結 果 カ ラ著 者 ・・次 ノ如 ク ニ考 ヘ テ居 ル 。 帥 チ

菌 ノ・短 時 日内 二液 燧 中 カ ラ眼 組織 内 二固 定 サ レテ、コ

コ ニ特 殊 ノ病 攣iヲ起 ス ノデ アツ テ、既 二病 攣 ヲ起 シテ

シマ フ ト、再 ビ結 核 菌 が前房 水 蛇 二硝 子髄 内 二極 ク少

量 二現 ・・レ・ル ノデ アル 、 而 モ 此 ノ量 ノ 菌 ガ 「モル モヅ

ト」ノ淋 巴腺 二結 核 病 攣 ヲ起 ス ニ充分 デ アル 。

(菅 沼 定 男 抄)

眼結 核 卜肺 結 核 トノ相 互 關 係

BaltinundKirova:UberdjeWechselbezihunger

zwischenTuberkulosederAugenundderLungen.

(Sovet.Vestn.Oftalm.2.ZentralbLf.Ophth.37.

Bd.Heft8.1936.)

i著者 等 ノ、50例 ノ眼 ノ方 チ最 初 二 結 核 性 疾 患 ノ現 ノ・レ

タ患 者 ト15例 ノ肺 ノ散 在 性 ノ結 核 病 竈 が アノレガ 眼 ノ

方 二攣 化 ノナ カツ タ 患 者 二 就 テ ノ 検 査 成 績 ヲ報告 シ

テ居 ル。 眼疾 患 ・・10歳 カ ラ50歳 ノ間 二獲 生 シ26例

ノ・男 デ24例 ハ女 デ アソ タ。 結 核 性 攣 化 ノ・角 膜 、葡萄

膜 及 ビ網 膜 二現 バ レル。 シ カ シ、ソ ノ牛 数 ・・葡 萄膜 系

ヲ侵 シテ居 タ。 金 症 例 ノ54%デ ハ眼 ト肺b雨 方 二結

核 性 攣 化 が ア ツ テ、 眼疾 患 ハ 轄 移 性 二 來 タ モ ノデ ア

ル 。48例 二就 テ血 液 ヲ検 査 シタ が、培 養 シテ モ「モル

モット」二移 殖 シテ モ、 結 核 菌 ヲ謹 明 シ得 ナ カツ タ。

(菅 沼 定 男 抄)

眼 結 核 ノ治 療 法 呂就 テ,

De℃ori:Sullaterapiadellemanifestazionituberc・

olaride1Pocchis.(AttiCongr.Soc.Oftalin.ito1.1936.

Zentralbl.f.Ophth.37.Bd.Heft8.1936.)

著 者 ハ人 型 結 核 感 染 豚 ノ肝 臓 カ ラ摘 出 シタ、脂肪 分解

酵 素 デ 眼 結 核 ヲ 治療 シタ 。 試 験 管 内趾 ビ ニ實験 的 ニ

ソ ノ数 果 ヲ確 メ タ 後 二 治 療 二用 ヒ タ。 著 者 ノ・垂 ニ ソ

ノ数 果 二就 テ述 べ タ が 、今 同 尚 ホ2例 二之 ヲ行 ソ タ。



第11號 】 抄

第1例 ノ・5年 前 カ ラ ア ツ タ 右 眼 ノ定 型 的 ノ 虹 彩 毛様

艘 炎患 者 デ ア ツタ。 ソ ノ右 眼 ハ 結 核 ノ爲 メ 三 既 二摘

出 シテ ア ツ タ。 以 後2日 毎 二3cc宛20同 筋 肉 内 二注

射 シタ ラ 症 状 ノ・全 ク 消 退 シ タ。 結 核 性 虹 彩 毛 様 炎 及

ピ脈 絡膜 炎 ノ第2例 ノ・15日 後 ニ ヨク ナ ソ テ來 テ今 爾

ホ治療 中デ アル 、2例 共禮 重 ・・増 加 シタ。

(菅 沼 定 男 抄)

眼葡 萄 膜 結 核 ノ病 理 解 剖 的 墾 化

Valichan:Pathologisch・anatomischeVeranderungen

beiTuberkulosedesGefasstractusdesAuges.(Sovet.

Vestn.Oftalm.8,ZentralbLf.Ophth.37.Bd.f.

Ophth.1937.)

著 者 ノ・結 核 性 葡 萄膜 炎 デ失 明 シテ摘 出 シター 眼1・、全

勇粟 粒 結 核 デ 死 亡 シタ モ ノ ・ 二 眼 トヲ 病 理 解 剖 的 二

検査 シタ。

第1例 デ ノ・ ソ ノ標 本 中 二 顯 微 鏡 的 二結 核 菌 ヲ謹 明 シ

得 ナ カ ツタ ガ、ソノス ベ テ ノ所 見 ハ結 核 特 有 ノ攣 化 デ

アツ タ、硝 子 禮 ノ 中 ニモ 数 個!小 サ イ 「ソ ベル ケル 」が

ア ッタ。(菅 沼 定 男 抄)

「トリプ ト77ン 」及 感 ノ臨HI的 債 値

Heuven:Theclinicalvaluefotryptophan・reaction.

(Brit.J.Ophth.20.Zentralbl.f,Ophth.37.Bd.f.

Ophth.1937.)

Schumacherニ ヨル 「1・リブ1・ファソ」反 磨 ハ結 核 性 胸

膜 炎 ノ時 ニ ノ・常 二 陽性 デ アノレが、他 ノ場 合 ニ ノ、携 脊 髄

液 ガ強 ク潤 濁 シ、血 液 混 入 シ或 ハ膿 性 デ ナ イ限 リ常 二

陰 性 デ ァル ト、著 者 ノ・前房 水 ト携 脊髄 液 ト ノ密 接 ナ關

係 二基 イ テ、 結 核 性 眼疾 患 ノ診 断 二前 房 水 ノ「ト リプ

トファソ」反 慮 ヲ慮 用 シタ。

ソノ方 法 ハi欠 ノ如 クデ アル。1,5ccノ 濃 酷 酸 ヲ0.1-

0・2ccノ 前 房水 二加 へ、 之 二2%「 フォルvリ ソJ液1

滴 ヲ入t・ル。 之 ヲ ヨク振 盈 ス ル、5分 間放 置 ジ タ後 二

〇・6%硝 酸 液0.2ccヲ 静 カ ニ重 積 ス ル。2--3分 後 ニ

ソノ境 界 面 二紫 色環 ガ 出來 タ ナ ラ、 ソ ノ反 慮 ハ陽 性 ナ

5

ノデ アノレ。

人 及 ビ家 兎 ノ正 常 前 房 水 デ ・・陰性 デ アツ タ ガ、反 慮 性

炎症 ノアソ タヤ ウナ時 二 ・・、 陽性 デ アツ タ。

ソレ故 著 者 ノ・、此 反 慮 ハ血 液 、 白血球 ノ爲 メ ニ ヨツ テ

起 ル モ ノデ ァル ト考 ヘ テ居 ル。

叉第二 前 房 水 モ 人 工 的 二作 ツタ 結 膜 浮 腫 デ モ 陽 性 ノ

結 果 ヲ得 タ、 結 論 トシテ 著 者 ・・「ト リプ トファソ」反庶

ハ結 核 二特 有 ノモ ノデ ナ ク、毛 細 血 管 ノ滲 透 性 ノ元進
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ジタ コ トニ封 ス ル 反 磨 デ アル ト述 ペ テ居 ル 。

(菅 沼 定 男 抄)

結 核 性 眼 疾 患 ノ 「ツ ベ クル リン」療 法

SsamooilowundKanzelson:Tuberkulintherapiebei

tuberkul6senAugenerkrankungen.(Sovet.Vestn.

Oftalm.8,Zentralbl.f.Ophth.37.Bd.Heft9.1937.)

「ツ ベル ク リソ」療 法 二 封 シ テ 諸 家 ノ意 見 ノ、匠 々デ ァ

ル が、ソ レが有 数 デ ア ル コ トニ ・・誰 モ異 存 ハ ナ イ。 コ

レ ヲ有 数 ナ ラ シメル ニハ 患 者 ヲ正 シク撰 ビ ソ ノ「ツ ベ

ル ク リソ」ノ量 ヲ正 確 ニ シナ ケ レバ ナ ラナ イ。「ツ ベ〃

ク リソ」ノ治療 的数 果 ハ、 ソ ノ結 核 ノ型 ニ ヨツ テ 同 一

デ ・・ナ イ。 轄 移 性 ノ 「ア レル ギ ー」性 疾 患 ノ際 ニ ノ・免

疫 状 態 ニ ヨ ツテ定 メナ ケ レバ ナ ラ ナ イ、眼結 核 デ ノ・機

械 的 ナ型 ニ ハ マ ッ タヤ ウナ 「ッ ベル ク リ ソ」療 法 ・・不

可 デ アル 。 特 二 「ア レル ギ ー」性 ノ子供 二於 テ ノ・注 意

シナ ケ レバ ナ ラ ナ イ。 縛 移 性 眼 疾 患 ノ際 ニ ノ・ソ ノ禮

ニノ・眼 以 外 二活 動 性 ノ病 竈 ・・ナ イ。 ソ レ故 「ツ ベ ル ク

リ ソ」療 法 ・・眼科 謄 ノ手 デ 行 ツ テ ヨ イ。 シ カ ジ 「ア レ

ル ギー」性 ノ「ブ リュク テ ソ」性 疾 患 ノ際 ニ ノ・、新 ラ シ イ

氣 管枝 二病 竈 ガ アル カ ラ、ソ ノ治 療 ハ結 核 專 門 讐 二委

セナ ケ レバ ナ ラナ イ。 著 者 等 ノ 見 タ200例 ノ輻 移 性

眼結 核 患 者 ノ内 、 ソ ノ98%二 於 テ 眼 ガ 唯 一 ノ活 動 性

病 竈 デ ァ ッ タ、一 般 二肺 ノ劇 ジ イ結 核 ノ・血 液 中 二澤 山

ノ免疫 膣 ヲ出 シ、ソ レが 眼病 ヲ豫 防 ス ル ト考 ヘ テ居 ル

が、胸 部 病 竈 が非 活 性 ニナ ル コ ト・・、眼 二韓 移 性 ノ病

竈 ヲ作 ル 危 瞼 が アル。 眼 二輕 イ、 搬 痕 化 シタ病 竈 ノ

アル 場 合 ニ ハ肺 二重 症 ノ攣 化 ヲ來 ス コ トガ アル、眼 ト

肺 共 二重 症 デ アル ヤ ウナ 症 例 ・・ナ イ。 故 二 「ッ ベル ク

リソ」療 法 ノ・過 敏 ナ 結 核 性 眼 疾 患 二用 フベ キ デ、ソレ以

外 ノ モ ノ ニ用 フル ノハ 危 瞼 デ アル 。 吾 々 ノ・眼 ノ反 慮

箭 ヨ ツ テ「ツ ベル ク リ ン」ノ量 ヲ正 確 二 定 メル。

「ツ ベル ク リ ソ」療 法 ヲニ 大 別 ス ル ト ソ ノー ツ ノ・過 敏

状 態 ニス ル所 ノ少 量 ヲ用 フル 方 法 デ ア リ、他 ノ方 法 ノ、

全 ク免疫 シテ、「ツ ベ ル ク リン」二封 シテ抵 抗 ヲ得 サ セ

ル モ ノデ アル 。 眼 結 核 ヲ治 療 ス ル 前 二艦 温 ヲ計 ツ テ、

ソ ノ全 均症 状 ヲ検 べ、 「ツ ベ ル ク リ ソ」皮 下反 慮 ヲ槍

査 シ、 「レ ソ トゲ ソ」ニ ヨツ テ 肺 所 見 ヲ見 ル 、 「ソ ベ ル

ク リ ソ」治 療 中 モ結 核 專 門 馨 ト相 談 ス ル コ トハ 必 要 デ

アルF。

「ブ リュク テ ソ」患 者 ノ大 部 分 ハ 「ツ ベ ル ク リソ」ノ100

萬 倍 又 ノ・10萬 倍 デ 反 慮 ス ル 。眼 局 所 デ ノ・1:1091:1010

ノ濃 度 ノ液 ノ製i眼 デ 陽性 デ アル 。
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著 者 等 ・・5年 間 二110例 ノ轄 移 性 ノ結 核 ヲ 「ツ ベル ク

リ ソ」ニ ヨ ツ テ治療 シタ』 ソ ソニ ノ・コッホ ノ蕪 「ツ ベノレ

ク リ ソ」ヲ用 ヒ、 ソ ノ種 々 ノ濃 度 ノモ ノ ヲ 皮 下 二注 射

シ タ、 同 時 二局 所 療 法 及 ビ安 静 、肉留 的療 法 ヲモ 行 ツ

タ。 葡 萄 膜 炎 、網 膜 葡 萄 膜 炎 デ ハ38例(76眼)が 治癒

シ タ。 注 射 ・・3日 毎 二 行 ツ タ。 最 初 ハ0.1カ ラ始 メ

テ0.9マ デ用 ヒタ。100倍1・ イフヤ ウナ 濃 イモ ノ ・場

合 ニ ノ・4-5日 毎 二注 射 シタ。

「ツ ベル ク リ ソ」療 法 ノ・縛 移 性結 核 性 眼疾 患 ノ 内デ 脈

絡 膜 疾 患 二封 シテ最 モ 数 果 ガ アツ テ87%ノ 、結 果 良 、

13%・ ・精 く良 、 角 膜 炎 、 輩 角膜 炎 デ ・・65%良 、33%

稽 く良 、2%不 良 、 虹 彩 炎、 虹 彩 毛 襟膣 炎 デ ノ・最 モ

悪 ク44%良 、31%稽 く良 、25%不 良 デ ア ソ タ。

兎 二角 「ツ ベル ク リ ソ」療 法 ・・縛 移 性 眼疾 患 二i封 シ テ

ノ・最 モ数 果 が ア ル ト云 ヘ ル。(菅 沼 定 男 抄)

結 核 卜其 療 法

Pavicevic:DieAugentuberkuloseundihreBehand・

lung.(Vojno-san.Glasnik7,1936.Zentralbl.f.Oph・

th.37.Id.Heft9.1937.)

著 者 バ ベル グ ラ ー ドノ陸 軍 病 院 二 於 ケル1933年 以來

ノ眼 結 核 ノ治 療 ヲ報 告 シテ居 ル 、 榮 養 食、強 肚 刺 、沃

剥 、 灰 白軟 膏 塗 擦 等 ヲ行 ヒ、 原 因 が確 カニ結 核 ノ場

合 ニ ハ「テ ベ プ ロ千 ソ」ヲ用 ヒタ。 患 者 ・・輩 角 膜 炎1

例 、散 在 性 網 膜 脈 絡 膜 炎3例 、覗 耐 経 網 膜 炎1例 、静 脈

周 園 炎1例 、 塘 殖 性 網 膜 炎2例 デ アソ タ。 全 症 例 二

於 テ泊 療 中 二 自魔 的 、他 畳 的 二 迅速 ニ ヨ クナ ソ テ、親

力 モ増 加 シタ。 塘 殖 性 綱 膜 炎 ノ1例 力●再 駿 シ、輩 角 膜

炎 デ ノ・無数 デ ァ ツ タ。(菅 沼 定 男 抄)

腺 病 質 見 ノ1ヒ ドロZリ ー 」性 楡 査

KotljarewskajaundKisselewa:HydrophileProbe

beiScrophulosis(Sovet.Vestn.Oftalm.9.Zentralbl.

f.Oph-h.37.Bd.Heft10.1937.)

Auldrich及 ビMacCluseノ 推 賞 ス7vHydrophileMit

査UPチ 生 理 的 食 唖水0.2ccヲ 皮 下 二{」三射 シ テ、 ソ ノ消

失 速 度 ヲ測 定 ス ル 方 法 ノ追 試 ヲ行 ツ タ。 本 方 法 ノ成

績 ノ・今 マ デ モ 可成 リ厘 々デ アツ タ ガ、著 者 ・・7-14歳

ノ10人 ノ健 康fi1・ 、種 々 ノ腺 病 性 眼 疾 患 ヲ有 ス ル43

人 ノ小 見 二就 テ楡 査 ヲ シタ。 ヌ ベ テ胸 部 ・・「レソ トゲ

ソ」ニ ョ ツ テ 検 査 シタ。 ソvニ ヨノレト16例 ・・新 鮮 ナ

急 性 ノ肺 疾 患 ヲ、27例 デ ノ・肺 門淋 巴腺 及 ビ肺 臓 ノ非

活 動 性 攣 化 ヲ謹 明 シタ。

水 泡 ノ消 失 ・・健 康 見 デ ノ・50-90分 、 患 見 デ ノ・18-一
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158分 デ アソ テ、 此 持 績 時 間 ト肺 所 見並 ビニ 「ツ ベル

〃 リ ソJ敏 感 度 及 ビ眼疾 患 ノ獲 生 トノ間 ニ ハ …一一A定ノ關

係 ノナ イ コ トヲ知 ソ タ。'(菅 沼 定 男 抄)

結 核 性 眼 疾 患 ノ 診 断 及 ビ治 療 トシテ 奮 「ツ ベ ル ク

リン」ノ局 所 的 感 用

Baltin:LokaleWendungvonAlttuberkulininder

DiagnostikundTherapiedertuberku16senAugene.

rkrankungen.(Sovet.vestn.Oftalm.&Zentralbl.f.

Ophth.37.Bd.Heft10.1937.)

著 者 ノ・GomezMarquez及 ビS.Jim6nez一 ヨル局

所 的 「ツ ベノレク リ ン」診 噺 法 ヲ 追 試 シタ。37例 ノ結 核

性 及 ビ非 結 核 性 原 因 二 基 ク 眼 疾 患 患 者 二種 々 ノ濃度

ノ「ツ ベノレ〃 リ ソ」液 ヲ黙 眼 シタ(ソ ノ稀繹 ソ、1:1020カ

ラ1:10マ デ)ソ ノ結 果 ノ・Marquez,Jim6nezノ 云 フ所

bノ・異 ツ テ、タ ツ タ1例 ノ腺 病 性 眼疾 患 患 者 二1:1020

或 ノ・1:10iO稀 繹 液 ヲ貼 眼 シ タ後 二多 少 反 磨 ガ起 ツタ。

結 核 性 蛇 ビ ニ 非 結 核 性 眼 疾 患 患 者 ノ 大 多数 デ ノ・1%

ノ「ツ ベル ク リ ソ」液 ヲ鮎 眼 シ タ 時 二反 慮 ガ起 キタ。

確 カニ 結 核 性 ノ眼 疾 患 ト思 ・・レル 患 者 デ モ、之 以上 二

薄 イ液 デノ・反 慮 ガ ナ カ ソ タ。1%「 ツ」液 ヲ黙 眼 シテ後

二起 キル コ ノヤ ウナ反 磨 ・・、以 前 カラWolf・Eisner及

ビCalmetteニ ヨソ テ全 均 ノ結 核 感 染 ノ診 断 法 トシ

テ用 ヒ ラ レ、而 モ之 ハ結 核 性 眼疾 患 ノ有 無 二拘 ラナイ

ノデ 常 二 陽性 二 出 ル ノ デ アル カ ラ、以 上 ノヤ ウニ1%

「ツ」液 ヲ鮎 眼 シ テ、之 ガ 陽性 二出 テモ 、 ソ ノ時 ノ眼疾

患 ガ結 核 性 デ アル ト見倣 ス コ ト・・出來 ナ イ。

シ カ シi著者 ノ實 験 ニ ヨ〃 ト、「ツ」液 ノ濃 度 ヲ次 第 二高

メ テ繰 リ返 ヘ シテ黙 眼 ス レバ、輕 イ結 核 性 輩膜 炎 及 ピ

上 輩 膜 炎 二封 シテ ノ・、多 少 治療 的敷 果 ガ アノレト。

〈菅 沼定 男 抄)

結 核 性 眼疾 患 ノ脾 臓 抽 出 液 療 法

GrzedzielskiundJandeLapierre:DieBehandlung

tuberkul6serAugenerkrankungenmitMilzextrakt.

(Klin。Oczna14.Zentralb1.f.Ophth.38.Bd.Heft

3.1937.)

結 核 性 疾 患 ハ 眼 ノス ベ テ ノ部 分 二起 ル が、 「ツ ベノレク

リ ソ」療 法 ノ・、 特 二網 膜 静 脈 二疾 患 ノ アル 時 二害 がア

ル 。氣 象 的 療 法 ・・有 産 者 ニ ノ ミ可 能 デ ア リ,石 茨療 法

モ敷 果 ガ アル ト・・限 ラナ イ。 著 者 ハ 脾 臓 抽 出液 ヲ膠

状 ニ シテ用 ヒタ、先 ヅ最 初 二繊 維 素 性 虹 彩 炎 ヲ有 ス ノレ

雨側 空洞 性 肺 瘍 ノ患 者 二 用 ヒ タ。 筋 肉 内注 射 ヲ繰 リ

返 ヘ シタ所 、眼 ノ症 状 ハ ナ ク ナ リ、覗 力 モ ヨク ナ ツタ、
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術 ホ此外 漿 液性 虹 彩 炎 、亜 急 性 虹 彩 毛標 睦 炎、散 在 性

脈絡膜 炎 等 二用 ヒタ。注 射 後 二盤 温 ・・38。マ デ上 昇 ス

ル コ トが アル。1例 デ ・・注 射 後 二輕 イ虚 脱 様 症 状 ガ現

・・レタ。 本 療 法 ハ繊 維 素性 虹 彩 毛標 膣 炎 ニ ョイ ガ、漿

液性 蛇 ビニ成 形 性 虹 彩 輩膜 炎 ニ モ数 ク、 叉 輩 膜 炎 、角

膜實 質 炎 ニ モ ヨ イ。(菅 沼 定 男 抄)

結 核 性 眼 疾 患 及 ビ ソ ノ治 療 二i封ス ル 注 意

Weil:Consid6rationssurlesaffectionstuberculeu-

sesdel'oeiletleurtratement.(Bull.Soc.Ophtalm.

ParisNr.3.Zentralbl.f.Ophth.38.Bd.Heft3.

1937。)

現在 佛 國 ニ ノ、眼 結 核 二 封 ス ル 氣 候 療 養 所 が ナ イ。

Werdenbergカ ●S"teス デ確 メ タ ヤ ウ;b、 眼 結 核 二封 シ

テ、氣候 療 法 ・・必 要 デ アル カ ラ、佛 國 二於 テ モ結 核 性

眼疾 患患 者 ノ爲 メ ー、ソ ノ氣 候 療 養 所 ヲ開設 シナ ケ レ

バナ ラ ナ イ。'(菅 沼 定 男 抄)

結 核 性 虹 彩 毛 檬 膿 炎 ト肺 結 核

AguilarundJ.Lij6Pavia:IridociliareTuberkulose

undLungentuberkulose.(Semanam6d.1936.Zentr-

albl.f.Ophth.38.Bd.Heft3.1937.)

著 者 ノ経 過 シタ 症 例 ハ11歳 デ ラ ソケ ノ第 二 期 ニ ア ツ

テ、 肺 門 淋 巴腺 、雨 側 滲 出性 肋 膜 炎 トー 眼 ハ水 晶髄

ヲ除 ク、全 眼部 ノ増 殖 型 結 核 ヲ詮 明 シタ.開 放 性 結 核

ヲ有 ス ル兄 カラ傳 染 シタモ ノデ アル 。(菅 沼 定 男 抄)

眼結 核 ノ 「ツ ベ ル ク リン」療 法

NatansonundGotlieb:UberdieTuberkulintherapie

beiAugentuberkulose.(Trans.ukrain.Hirshman

mem.ophthalm.Inst.3.Zentralbl.f.Ophth.38.Bd.

Heft4.1937.)

20世 紀 ・7デノ・眼 結 核 ノ・非 常 二稀 レナ モ ノ トサv、20

世紀 ニナ ツテ カラ漸 ク可 成 ア ル コ トが知 ラ レ、ヒノレシ

ュベル グ ノ統 計 二=ル ト5000-一 一6000人 二1人 位 トサ

レタ。 然 ル ニ 最 近 診 噺 が確 實 ニ ナ ツ テ カ ラ 結 核 性 眼

疾患 ハ モ ツ ト多 イ モ ノデ アル コ トが 知 ラ レテ 來 タ。

ソシテ ソ ノ治 療 二 「ソ ベ ル ク リ ンjガ 非 常 二 川 ヒ ラ レ

ル ヤ ウニ ナ ツ テ來 タ。

著者 ・・治 療 トシテ コッホ ノ「ツ ベ ル ク リ ソ」ヲ用 ヒ タ。

「ツ ベル ク リ ソ
」ノ・大 抵 ノ場 合 二皮 下 二注 射 シタ ガ、特

二注 意 ヲ要 ス ル新 ラ シ イ角 膜 炎、葡 萄 膜疾 患 ノ際 ニ ハ

皮 内注 射 ヲ行 ソ タ。 注射 ハ3日 毎 二行 ソ タ。 此 際 全

男、局所 及 ビ病 竈 反 慮 二注 意 シ〃.反 慮 ノ烈 シイ時 ニ

ハ期 間 ヲ延 バ シ タ、 診 噺 二 ・・ヱZ■ ニ ー氏 反 慮 ヲ用 ヒ
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タ(大 人 デ ノ・50り0倍 、6000倍 、 子 供 デ ノ・10000倍)。

治療 ニ ノ・10000倍 カ ラ 始 メ テ、i欠第 二 増 量 シタ。 治

療 中 ・・凡 テ ノ患 者 ヲ結 核 專 門 署 ノ監 督 ノ下 二置 イ タ。

総 藪26例 槍 査 シタ が、 ヱ 氏 反慮 ・・ス ベ テ陰 性 デ ア ツ

タ が、 マ ソ トー氏 反 慮 ハ6例 弧 陽 性、12例 陽 性 、7

例 弱 陽 性 、1例 陰 性 デ アツ タ。 血 液 ノ型 態 的 検 査 ヲ シ

タ'ガ、赤血 球 、 白血 球 倣 、 血 色 素 ノ量 ・・殆 ソ ド正 常 デ

ア ツ タ が、 往 々淋 巴細 胞 培 加 ガ見 ラ レタ。

26例 ノ内13例 ・・葡 萄 膜 系疾 患 、11例 ・・角膜 疾 患 、2

-3例 ノ・黄 斑 部 疾 患 デ ア ソ タ。

以 上 ノ観 察 二基 イテ著 者 ハ 次 ノ如 〃 二結 論 シテ居 ノγ。

結 核 性 眼疾 患 ・・眼 ノ種 々 ノ場 所 二來 ル。

特 殊 療 法 ・・新 鮮 ナ 症 例 ノ ミデ ナ 〃 陳 μ1ナモ ノ ニ モ有

数 デ ア ル。

「ア レル ギ ー」ノア ル 場 合 二 ・・使 用 ・・注 意 深 〃 シナ ヶ

L!バ ナ ラナ イ。

治 療 数 果 ノアル 最 少 量 ノ、10000倍 ノ液 デ アル 。

最 モ数 果 ノアル ノ・・ラ ソケ ノ第 二 期 早期 二囑 ス ル 角

膜 及 ビ葡 萄 膜 疾 患 デ アル 。
e*血 球沈 降 速 度

ノ検 査 デ ノ・、他 ノ人 ノ云 フ ヤ ウニ葡 萄

膜 疾 患 デ ハ速 カニ ナ リ、角 膜 疾 患 ノ際 二 ・・遅 ク ナノレ ト

云 フ ヤ ウナ成 績 ・・得 ラ レナ イデ 、病 機 ノ古 イ モ ノデ ノ・

正 常 、ラ ソケ第 二 期 二團 ス ル 新 ラ シイ モ ノデ ノ・速 クナ

リ、ラ ソケ第 二 期 早 期 二團 ス ル モ ノデ ノ・叉 正 常 デ ア ツ

タo

白血 球 ノ型 態 的墜 化 ガ認 メ ラ レタ 多 ク ノ症 例 デ ハ淋

巴細 胞 塘 加 が、葡 萄 膜 疾 患 二於 テ ノ・白血 球 減 少 が見 ラ

レタ 、角 膜 疾 患 二於 テ ハ淋 巴細 胞 壇 加 ト白血 球 減 少 が

ア ツタ が 屡 く白血 球 培 加 モ 見 プ レ・タ。 赤血 球 ハ攣 化

ナ カツ タ。(菅 沼 定 男 抄)

肝 油 ノ筋 肉 内 注 射 ニ ヨル 腺 病 性 眼 疾 患療 法

Buschmitsch:BehandlungderSkroful6senAugenerk・

rankungenmitintramuskUl5renLebertraninjektio・

nen.(Sovet.Vestn.Oftalm.9.Zentralbl.f.Ophth.
喚

38.Bd.Heft5.1937.)

著 者 ノ・種 々 ノ腺 病 性 眼 疾 患 者 ノ48例 二 次 ノ 注 射 液 ヲ

用 ヒ タOl.JecorisAselli,01.amigdalarum1:1.1

瓦 ヅ ッ25--30同ii三 射 シ タ ラ 自 覧 的 、 他 昼 的 共 二 良 好

トナ ツ タ。(菅 沼 定 男 抄)

結 核 性 及 ビ 腺 病 性 眼 疾 患 ノ統 計

Jufa:ZurStatistikdertuberku16senundskrofu16sen

Augenerkrankungen.(Sovet.Vestn.Oftalm.9.Zen・



1382 抄

tralbl.f.Ophth.38.Bd.Heft5.1937.)

著 者 ノ・Charkowノ 眼科 外 來 二於 テ1930年 カ ラ1934

年r・ デ ノ10927患 者 中 二170例 ノ縛 移 性 結 核 性 眼 疾

患b418例 ノ腺 病 性 眼 疾 患 患 者 トヲ 見 タ。 男 女 略 く

同数 デ男89例 、女81例 デ ア ツタ。 之 二反 シ腺 病 性 疾

患 デ ノ・女 ノ方 ガ多 ク、女248人 二i封 シテ男170人 デ ア

ツ タ。 此 内 ノ53%・ ・10歳r・ デ ノ子 供 デ アツ テ、28

%ノ ・10-20歳 、12%ガ21-30歳 デ ァ ツ タ。縛 移 性 結

核 性 眼疾 患 ノ50%ノ ・21-30歳 ノ人 二來 テ、 ソ ノ40

%ハ 前 部 葡 萄 膜 炎 ト角 膜 葡 萄 膜 炎30%ハ 脈 絡 膜 炎 、

脈 絡 網 膜 炎 、15%が 虹 彩 炎 デ アツ タ。(菅 沼 定 男 抄)

眼 結 核 ノ診 断 卜kessRing「 ツ ベ ル ク リン」注 射 療

法

Sukonzikowa:Diagnostikdertuberkul6senProze・

sseimAugeundBehand1ungmitInjektionenvon 　
Kressling・Tuberkulin.(Sovet.Vestn.Oftalm.9.Zen・

tralbLf.Ophth.38.Bd.Heft5.1937.)

著 者 ノ・最 近5年 間 二撒 百 例 ノ種 々 ノ 眼 結 核 患 者 二就

テKressling「 ッ ベノソク リソ」療 法 ヲ行 ツ タ。 ソ シ

テ 良 結 果 ヲ得 ノレ爲 メ ニ 出來 ノレ限 リ早 期 二治 療 ヲ開姪

シタ。 マ ソ トー氏 反 慮 ハ 陽性 デ ア ツ タ。 ソ レ故 眼疾

患 二i封 シテ 直 接 結 核 ガ謹 明 サ レナ1場 合 二 於 テモ 之

ハ 必 要 デ アノレ。

コッホ ノ検 査 ハ時 二病 竈 反 磨 ヲ起 ス 危 瞼 ガ アノレカ ラ充

分 注 意 シテ 行 ノ、ナ ケ レバ ナ ラナ1。Kresstingノ 「ツ

ベ ル 〃 リy」 ノ治療 量 ヲ用 ヒテ モ、 病 竈 反 慮 ヲ起 ス コ

トガ アル ガ、 ソ ノ経 過 ノ・ヨ ク テ、少 シモ危 瞼 ノ・ナ イ。

特 二 結 核 性 脈 絡 膜 炎 二 ・・数 果 が アル 。 本 療 法 ヲ行 ツ

タ60%二 於 テ覗 力 ガ恢 復 シテ全 治 シタ。

(菅 沼 定 男抄)

角 膜 結 核 ノ 「ツ ベ ル ク リン」療 法

NeminskijundW.P.Salkin:ZurFragederBeha.

ndlungderTuberkulosederHornhautmitTuberk.

ulin(Sovet.Vestn.Oftalm.9.Zentralb1.f.Ophth,

38.Bd.Heft5.1937.)

結 核 性 角膜 虹 彩 炎 ノ32例 ヲ 入 院 サ セ テ奮 「ッ ベ7vク

リ ソ」デ 治療 シタ。 ソ ノ内5人 ・・5-一一7kp、22人 ・・8

-16歳 デ5人 ・・16歳 以 上 デ ア ツ タ、 此 外39人 ヲ外

來 デ治 療 シタ。 ソ ノ内10人 ノ・小 見 デ29人 ・・大 人 デ

アツ タ。 「ツ ベル ク リ ソ」 療 法 ・・既 二之 マデ 長 ク、 非

特 異 性 二 治療 シテ数 ノナ イモ ノニ 行 ツ タ。

ソ ノ量bシ テ ノ・、角 膜 二 肉眼 的 ノ輕 イ病 竈 反腱iヲ 起 ス
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量 ヲ用 ヒタ。 ソ ノ結 果 ハ非 常 二良 好 デ ア ツ タ、9例 デ

ハ再 登 シテ叉 本 療 法 ヲ繰 リ返 ヘ シタ。(菅 沼 定 男抄)

満 洲 二 於 ケ ル 日本 人 ノ眼結 核 二就 テ ノ統 計 的観 察

Isayama:EinestatistischeBeobachtungttberAuge .

ntuberkulosebeiJapanerninderMandschurei.(」.

oforient.Med.26.Zentralbl.f.Ophth.38.Bd.Heft

8.1937.)

眼結 核 ノ罹 患 牽 ・・内地 二 於 ケ ル ヨ リモ稽 く低 イ。 「ブ

リ=ク テ ー ソ」・・10歳 マ デ ノ間、 他 ノ結 核 性 眼疾 患 ハ

10-20歳 二多 イ6叉 「プ リ昌ク テー ン」・・7月 二多 ク、

他 ノ眼疾 患 ・・2月b8月 ニー 番 多 イ。(菅 沼定 男 抄)

「メ チ ル 、 ア ンチ ゲ ン」呂 ヨ ツテ 治 療 シ タ結 核 性葡

萄 膜 炎 ノ1例

NuffezLlanes:EinFallvontuberku16serUveitis,

mitMethylantigengeheilt.(Rev.cub.Oto・Neuro.

Oftalm.5.Zentralb1.f.Ophth.38.Bd.Heft8.1937.)

結 核 性 葡 萄 膜 炎 及 ビ ソ ノ 「メ チ ル ア ソチ ゲ ソ」ニ ヨノレ

治療 ノ補 遺1・ シ テ12歳 ノ患 者/1例 ヲ 記 載 シ テ居

ノV、顔 面 蒼 白、 ヤ ・無 力性 デ 、頸 部 淋 巴 腺腫 脹 シ、覗

力 減 退 ヲ 訴 ヘ タ。 「レ ソ トゲ ソ」検 査 ニ ヨツ テ 肺 門淋

巴 腺 腫 脹 ヲ認 メ、マ ソ トー氏 反 磨 ハ弱 陽性 デ ア ツ タ。

結 核 性 脈 絡 膜 炎 ノ 疑 ヒ ノ 下 二 「メ チル ア ソチ ゲ ソ」ヲ

次 第 二培 量 シテ 用 ヒ タ。 即 チ114ccカ ラ始 メ テ1週2

回 ヅ ッ行 ヒ1cc二 至 ル マ デ 注 射 シタ。 覗 力 ハ急速 ニ

ヨ ク ナ リ、 眼 ノ 自畳 症 状 モ次 第 ニ ナ ク ナ ツ タ。 「メチ
ヘ

ル ア ソチ ゲ ソ」 ノ他 二 ・・榮 養 良 法 ヲ 行 ツ タ ノミデ ア

ル 。(菅 沼 定 男 抄)

眼 結 核 ノ3例

EissaandSabriKamel:Threecssesoftuberculosis

oftheeye.(Bull.ophthalm.SocEgypt29.Zentralbl

f.Ophth.38.Bd.Heft8.1937.)一

第1例 ・・17歳 ノ少 女 デ、 涙 腺 及 ビ結 膜 ノ結 核 が アツ

テ、 ソ レヲ切 除 シタ後 全 均 療 法 ヲ行 ツ タ ラ、非 常 二結

果 が 司 カツ タ、之 ・・原 陵性 ノ結 核 デ アル 。 他 ノ2例 ・・

子 供 デ 、脈 絡 膜 及 ビ毛 様 燈 ノ結 核 デ、既 二眼 膜 ノ・一 ケ

所 デ 融 合 シテ居 タ。1例 ノ・眼 球 ヲ摘 出 シタ後 全 〃健 康

ニ ナ ツ タ が、 他 ノ1例 ノ・粟 粒 結 核 デ死 亡 シタ。

(菅 沼 定 男 抄)

結 核 ノ金 盤 療 法 後 二 眼球 前 孚 部 呂 炎 症 ノ現 ハ レタ

1例
ほ　

TerrienetHalbron:Uncasdesegmentiteanterle・

urechezuntuberculeuxtrait6palrlesselsd,o】 【㌔
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(Bull.Soc.Ophtalm.Poria.Nr.9.Zentralbl.f.

Ophth.38.Bd.Heft10.1937.)

肺結 核 ヲ 有 ス ノレ46歳 ノ男 子 デMyoralデ 治療 サ し・

タ。 暫 〃 シテ左 眼 二結 膜 炎、輩 膜 炎 ヲ起 シタ。 普 通 ノ

療 法 ヲ行 ツタ ガ 良 ク ナ ラ ナ イデ10日 後 二角 膜 虹 彩 炎

ヲ起 シタ。 金療 法 ヲ 中止 シタ ラ ヨク ナ ツ タ。 角 膜 寝

潤 ・・尚 ホ3週 間 ア リ、左 眼 ニ ハ3ケ 月 モ輕 度 ノ虹 彩 炎

ヵ・アリ タ。6ケ 月 後 二全 ク無 刺 戟 トナ ツ テ、搬痕 ヲ残

シタ。(菅 沼 定 男 抄)

皮 虐 及 ビ結 膜 結 核 ノ1例

Urbanek:FallvonHaut-undBindehauttuberkulo-

se.(z.Augenheilk.91.1937.)

15歳 ノ患 者 デ 右 眼 二 ・・変 粒 状 ノ顧 粒 ガ多 獲 ジ、 左 眼

瞼 板 ニ ノ・結 節 ヲ生 ジ タ。 顯 微 鏡 的 二見 ル ト、上 皮細 胞

「ッベ ル ヶル 」
、 巨 大 細 胞 ヲ認 メ タ。 チール 、ネル セ ソ

氏染 色 ニ ヨツ テ、抗 酸 性 桿 菌 ヲ見 、動 物 實験 モ 陽 性 デ

ァ ツタ。「レソ トゲ ソ」槍 査 ニ ヨツ テ、肺 門 二敷 個 ノ石灰

沈 著竈 ヲ認 メ タ。

皮 膚疾 患 ノ・一部 ノ・Acneluposa或 ハLupusfollicul-

arisdisseminatus,一 部 ・・Lichennitidusデ ア ツ タ。

結 核 ノ初 獲病 竈 ノ・列 明 シナ イ。V一 ウユ1ノス タ イ ソ氏

血 液楡 査 ハ数 日後 二 陽性 ニ ナ ツ タ。(菅 沼 定 男 抄)

眼結 核 ノ臨}休

Mehlmack:ZurKlinikderAugentuberkulose.(Arch.

f.Augheilk.110.Bd.1.Heft1936.)

著 者・・1921カ ラ1934年 二 至 ル ・7デ ノ ラ イプ チ ヒ大

學 眼科 ノ患 者 中 ノ眼 結 核 患 者 二 就 テ 統 計 ヲ行 ツ タ。

総 数 ・・335人 デ 、 内 男144人 、女191人 デ、罹 患卒 ・・

10歳 マデ ノ・男 女 略 く同 ジデ アル ガ30-40歳 デ ノ・女 ノ

方 が多 イ、而 シ テ破 瓜 期 ハ結 核 二罹 リ易 ク、高 齢 者 デ

ハ稀 レデ アノレガ、 女 デ ノ・月経 閉止 期 二叉 多 イ。

雨眼 が相前 後 シテ侵 サ レル コ トア リ、叉 雨 眼 同 時 二 侵

サ レル コ トモ アノレ。

眼疾 患 中 葡萄 膜 疾 患 ガ 多 イ、而 モ虹 彩 毛様 髄 が多 ク侵

サ レノ1!。

葡萄 膜 疾 患 ハ病 理解 剖 的 ニメ増 殖 型 、繊 維 素 型 、滲 出

型 ガアル ガ 勿 論 是 等 ノ混 合 型 モ アル 。i著 者 ノ 例 デ ・・

滲 出型 ガ 最 モ多 ク132例 ア ツ テ、49例 力・他 ノ型 デ ア

ツ タ。 此 塘殖 型 ノモ ノデ ノ・臨 脈 的 ニ ノ・小 結 節 ヲ作 リ、

若 イ人 二來 ル 。 シ カ シ婦 人 デ ・・月経 閉止 期 二現 バ レ

ル、 ソノ初登 病 竈 ・・殆 ソ ド常 二胸 部 二在 ツ テ、而 カモ

ソ ノ17例 中9例 ノ・活 動 性 デ、8例 が非 活 動 性 デ アツ

●
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タ。 他 部 結 核 ・・3例 ア ツ タ。「ツ ベル ク リ ソJ反 磨 ハ 多

ク 陽性 デ ア ツ タ ガ、重 症 ナ肺 攣 化 ガ ア ツ テ モ、之 ガ陰

性 デ ア ツ タ コ トガ ア ノレ。 葡 萄 膜 前部 ノ 結 核 デ ・・滲 出

型 が遙 カ ニ多 ク、沈 降 物 ヲ生 ズル 慢 性 虹 彩 毛 様 盟 炎 デ

アル。此 滲 出 型 ノ・女 二多 ク82:50デ 年 齢 ノ・20-30歳

ソ ノ初壁 病 竈 ノ・胸 部 ニ アル モ ノガス ベ テ ノ113デ 内 活

動 性15例 、非 活 動 性31例 、 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 旛 ・・殆

ソ ド総 テ陽 性 デ アツ タ。

脈 絡膜 結 核 ・・男 女 略 く同数 デ30歳 代 ガ 多 ク、所 見1・

シテ ハ弧 立結 核 ガ多 カ ツタ。「ツ ベル ク リソ」反 旛 ハ多

ク ノ場 合 陽 性 。

網 膜 ノ結 核 トシテ ノ・静 脈 周 園 ガ見 ラ ソ、中年 ノ男 子 二

非 常 二 多 イ。 「ツ ベル 〃 リ ソ」反 慮 ハ多 ク 陽 性。

輩 角 膜 ノ結 核 トシテ ・・上 輩 膜 が 侵 サ レル コ トガ多 イ。

女 二 多 ク、 ソ ノ年 齢 ノ・30-40歳 。 屡 く活 動 性 肺 攣 化

ア リ、 「ソ ベ ル ク リソ」反 慮 ノ・常 二陽性 。

角 膜 ノ結 核 ト シテノ・結 核 性 角 膜 實 質 炎 、結 核 性深 暦 角

膜 炎 共 二殆 ソ ド同程 度 二現 ノ・レル 。

結膜 ノ結 核 ノ・稀vデ3例 、内1例 ・・外 因的2例 ハ内 因

的 デ ア ツ タ。

治療 法 トシテ ・・榮 養 療 法 、 高 山療 法 、「ッ ベル ク リン」

療 法 等 が ア ル ガ、 高 山療 法 が有 数 デ、 重 症26名 中20

名 が全 治 シタ.「 ソ ベル 〃 リ ソ」・・ソ ノ適 磨 症 ヲ定 メ ル

コ トガ困 難 デ、 壇 殖 型 、繊 維 素 型 ハ有 数 デ ァ ル ガ、滲

出型 ニ ハ禁 忌 デ ア ル。

局 所 療 法 トシテ ハ 、食 鞭水 結 膜 下 注 射 ヲ脈 絡 膜 及 ビ網

膜 ノ滲 出 型 二用 ヒ、31例 中21例 治癒 シタ。'レ ソ1・

ゲ ソ」照 射 モ 塘 殖 型 二 ・・有 数 デ、26例 中16例 デ好 結

果 ヲ得 タ。(菅 沼 定 男抄)

し 眼 結 核 ノ血 清 學 的 攣 化

Gehartz:DieserologischeTuberkuloseprobebeider

Augentuberkulose.(Arch.f.Ophth.136.Bd.3.Heft

1936.)
　

16例 ノ虹彩炎患者デ ハ ベス レドカ氏反磨ハ7例 陰性

デァツタ。ユ氏反慮・・皆陰性、血液反慮ノ陰性デアソ

タ2例 ノ・レソトゲソ検査ニヨツテ結核性攣化 が残ツ

テ居ル ノが見 ラレタ。他 ノ例 ・・皆「レソトゲン」検査成

績が陰性デアソタ。7例 ノ非徽毒性角膜炎デノ・5例 が

結核菌補髄結合反慮が陽性デアツタが、此反磨 ハ徽毒

性角膜實質炎デノ・陰性デアツタ。硝子禮潤濁 ノ4例 二

於テ3例 ・・血液反慮彊陽性、肺所見・・陰性。血液反慮

陰性 ノモノデモ「レソトゲソ」検査ニヨツテ肺 二所見 が
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アツタ。3例 ノ網膜出血二於テ血液反磨ハ陽性デアツ

タ.同 時二是等 ノ症例デハ 多獲性硬化症 ノ初期症状

ガ認 メラレヌ。 ソレ故著者・・網膜出血 ヲ初期結核菌

毒素性多號性硬化症 ノ症状 ノ中二入vテ 居ル。21例

ノ覗紳経炎患者中4例 ・・血液反慮陰i生デアツタ。 此

内脊髄液 ノ反慮ハ1例 強陽性、1例 弱陽性、1例 ・・疑

ノ・シカツタ。是等 ノ内タツタ2例 二於テ、肺所見 ヲ認

メ 、-16例 二於テ多獲性硬化症 ヲ認 メタ。 コ・二於テ

著者ハ結核 ノ血液反慮 ヲ奨メル ト共二、此成績 カラ多

蛮性硬化症 ノ結核菌毒素設 ヲ支持 シテ居ル。

(菅沼定男抄)

脈絡膜ノ粟粒結核

HudeloetJeanVoisin:Tuberculosemiliairedela

choroide.(Arch.d'Ophtalm。N.1.1937.)

著 者 ノ報 告 シテ居 ル 症 例 ハ36歳 ノ患 者 デ ア ツ テ有 熱

性 肝 臓 炎 ト シテ 來 院 シタ モ ノデ アル 。 間 モ ナ ク 敗 血

症 トナ リ、譜 妄 ヲ壁 シタ、最 初 ノ・肝 臓 炎 、敗 皿 症、肺 炎

等 ヲ考 ヘ タ。 シカ シ「レ ソ トゲ ソ」検 査 、血 液 培養 等 ハ

行 ハナ カツ タ。 雨 眼 ノ覗 紳 経 炎 ヲ 起 シテ カ ラ9日 目

二右 眼 底後 極部 二6-8個 ノ脈 絡 膜病 竈 ヲ登 見 シタ。

患 者 ハ4日 後 二 死 亡 シタ。 剖 検 ニ ヨ ツ テ 肺 ノ粟 粒 結

核 及 ピ鵬 膜 炎 トヲ見 出 シタ。 脈 絡 膜 病 竈 ・・箪 二 淋 巴

細 胞 ノ集 合 カ ラ 成 ソ テ 居 テ ソ ノ中 二少 鍛 ノ結 核 菌 ヲ

讃 明 シ4。(菅 沼 定 男抄)

一 般 學 術 雑 誌、

㌧・添 鹿 ト鷲 ノ糸吉核

S.Salomon:TuberkulosebeimRehundbeimSch.

reiadler.(BerlinerTiertirztlicheWochenschrift1937.

Nr.12.)

J.Schmidtノ ・野 獄 ノ結 核 ・・籐 リ珍 ラ シ イモ ノナ ラ ズ

b云 フモ、Olt及 ビStr6se・ ・野 外 二於 ケ ル 動 物 ノ眞

ノ結 核 ハ 少 ク シテ、多 ク ハ橿 ノ中 ニテ飼 養 サ レタル モ

ノニ ア リ ト云 フ。 著 者 ノ・野外 ニ ア リシ 小 鹿 ノ結 核 ニ

ツ キ 報 告 セ リ。 生 後6月 ノ小 鹿 ニ シテ 榮 養 不 良 ニ テ

死 ス。 解 剖 所 見 、肺 二粟 粒 結 核 ノ如 キ像 ア リ塗抹 標 本

ニ テ多 数 ノ抗 酸 性 菌 ヲ謹 明 ス、 氣 管 枝 、腸 間膜 共他 各

部 ノ淋 巴腺 二乾 酩 標 憂性 ア リ、 脾 、肝 二粟 粒大 ノ灰 黄

色 ヲ呈 セル病 竈 ヲ號見 セ リ。

鷲 ノ結 核 、一 羽 ノ衰 弱 セ ル鷲 ヲ捕 へ 良 キ飼 育 二 司 リ牛

年 程 健 康状 態 ニ ア リ シモ 亦再 ビ榮 養 不 良 ト ナ リ、 流

毛延、 嘔 吐 ヲ來 シ死 ス.解 剖 所 見 、肝 ・・腹 腔 ノ大 部 分 ヲ

占 メ肥 厚 シ、 表 面 ハ腱 檬 ノ膜 ニ テ 被 ・・レ 黄 色 ノ結 鮪

庭 々ニ ア リ、脂 肪 様 物 質 ヲ歴 出 ス、 胃 ハ肝 ニ ヨ リ歴 セ

ラ レ・腹 ヨ リヤ ・廣 キ 腔 ヲ 有 ス ル ノ ミ トナル 。 脾 ハ櫻

實 大 肝 二於 ク ル如 キ病 竈 ア リ肺 、心 筋 ニ モ同 様 ノ結 節

ア リ。 鏡 槍 ス ル ニ 抗 酸 性 菌 ヲ誰 明 ス。 此 ノ場合 ノ感

染 ハ捕 ヘ タ ル時 ノ衰 弱 セル状 態 、肝 ノ解 剖 所 見 ヨ リ多

分 野 外 生 活 中 二惹 起 セ ル モ ノデ ア ラ ウ。

ピ北 研 野 中抄)
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Raethel:TuberkulosebeimL6wen.(BerlinerTie・

r5ztlicheWochenschrift1937.Nr.27.)

家 畜 二於 ケ ル 結 核 罹 患 数 ・・相 當 二 多 数 ア ル モ ノー シ

テ、之 ハ非 衛 生 的 ノ独iイ鑑 ノ 中 二 於 ケ ル共 同生 活 二俵

ル 、殊 二 臼然 生 活 ヨ リ遠 ザ カル 程結 核 二封 ス ル、防 禦

力 喪 失 ス ル 、斯 ル 方面 ノ文 献 ヘアル モ猛 獣 ニ ソ キ テ ノ

文 獄 ハ頗 ル 少 イ。

曲 馬 團 二 飼 養 サ レタ ル 獅 子 群 ニ テ 結 核 死 亡 セル モ ノ

が アル 。 父 獅 子 ・・捕 獲 セ ル モ ノ、母 獅 子 ハ鑑 ノ中 ニテ

生 レタル モ ノ、此 ノ子 獅 子 ニ テ 生 後2年 ニ シテ氣 管枝

肺 炎様 症 状 ヲ呈 シ 食 慾 ヲ失 ヒ2週 ニ シテ 痩 削 シ1月

後 二 悪 液 質 様 トナ リ死 ス。 其 後2年 牛 ニ シテ 他 ノ1

匹 が同檬 ノ症 状 ヲ呈 シ、 重 篤 トナ リ死 亡 ス 。 解 剖 所

見、胃腸 粘 稠 ナル 粘 液 少量 ア リ、 骨 盤 腔 内淋 巴 腺 ハ腫

大 ナ ク割 面 軟 化 ス、 胸 部 、肺 萎 縮 シ健 康 肺 組 織 ハ虎 々

ニ ミル ノ ミ、肺 基 底 部 及 ビ肺 尖 ・・贋 範 園 二慢 性 ノ硬 墾

性 炎症 ア リ、間 質結 締 織 ノ新 生 、肉 質 性 攣性 ア リ。 横

隔 膜 葉 二 ・・鶏 卵 大 ノ空洞 ア リ、此 ノ壁 二小 豆 大 ノ新 生

物 ア リ割 面 ハ乾酪 襟 物 質 ア リ塗 抹 標 本 ニテ 抗 「アノレコ

ー ル」抗 酸 性 ヤ ・轡 曲 セル桿 菌 ヲ見ル 、 以 上 ノモ ノハ

結 核 性 肺 炎 ニ シ テ 共 ノ傳 染 機 轄'・ 空 氣 感 染 ニ シテ 吸

入 性 疾 患 ナ ル ヲ知 ル 。(北 研 野 中抄)
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